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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
   ●

学
校
見
学
会
 

▼
小
学
部
＝
７
月
８
日
貅
、
９
月
９
日
貅
、

１０
月
２６
日
貂
▼
中
学
部
＝
１０
月
２１
日
貅
▼

高
等
部
＝
１０
月
２８
日
貅
・
２９
日
貊
　
午
前

９
時
２０
分
〜
午
後
０
時
１０
分
 

●
教
育
相
談
 

Q
随
時
 

O
就
学
の
悩
み
、
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
 

J
県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校
蕁
９５２
・
１
２

０
５
 

   　
こ
の
運
動
は
、
「
新
国
連
薬
物
乱
用
根

絶
宣
言
」
の
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
に
全
国
的
に
展
開

す
る
も
の
で
す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
大

麻
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
 

J
県
草
加
保
健
所
蕁
９２５
・
１
５
５
１
 

       　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
安
全
運

転
度
を
教
習
所
の
指
導
員
が
診
断
し
ま
す
。
 

Q
７
月
１２
日
豺
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

L
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
蕁
９９７

・
５
１
５
１
）
 

N
八
潮
市
・
草
加
市
在
住
の
６５
歳
以
上
で

普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
所
持
し
て
い
る

方
 

R
３０
人
 

M
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
９４３
・
０
１
１
０

A
４
１
１
 

   　
親
子
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

Q
７
月
１０
日
貍
　
▼
午
前
の
部
＝
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
０
時
１０
分
▼
午
後
の
部
＝

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
１０
分
 

（
各
部
入
場
は
３０
分
前
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

R
各
部
５００
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
抽
選
結
果
は
７
月
上
旬
ま
で
に
発
送
 

P
無
料
 

M
６
月
２２
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
で
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
蕁
A

３
５
７
）

へ
※
は
が
き
１
枚
で
申
込
者
を
含
め
３
人

ま
で
申
し
込
み
可
 

                Q
７
月
１７
日
貍
　
八
潮
駅
午
前
９
時
集
合
 

L
古
新
田
地
内
農
園
 

O
旬
の
地
場
野
菜
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
キ

ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
の
収
穫
 

R
２５
組
（
申
込
順
、
小
学
生
以
下
保
護
者

同
伴
）
 

P
１
組
１
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）
 

M
電
話
で
園
芸
協
会
（
農
政
課
内
蕁
A

２

９
９
）
へ
 

  ①
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
座
 

Q
６
月
２１
日
豺
・
２５
日
貊
・
２９
日
貂
、
７

月
５
日
豺
・
１３
日
貂
・
２６
日
豺
（
全
６
回
）

午
後
６
時
〜
８
時
 

L
大
曽
根
小
学
校
 

O
ス
ト
レ
ッ
チ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
 

K
運
動
が
出
来
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
水
 

R
１８
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

②
初
心
者
の
た
め
の
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
集

中
講
座
 

Q
６
月
２３
日
貉
・
２４
日
貅
・
２５
日
貊
、
７

月
１
日
貅
・
２
日
貊
・
５
日
豺
・
６
日
貂
・

９
日
貊
（
全
８
回
）
　
午
後
６
時
〜
８
時
 

L
大
原
小
学
校
 

O
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
、
簡
単
な
文
章
入

力
、
名
刺
づ
く
り
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
お
手

紙
づ
く
り
、
暑
中
見
舞
い
づ
く
り
 

K
上
履
き
、
筆
記
用
具
 

R
２０
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

―
①
②
共
通
―
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

P
無
料
 

M
６
月
１８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
社
会
教

育
課
（
蕁
A
３
９
２
）
へ
 

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
も
定
員
に
満
た
な

い
講
座
は
受
講
で
き
ま
す
。
 

●
往
復
は
が
き
の
場
合
 

              ●
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
（
１
件
に
つ
き
１

人
１
講
座
で
送
信
）
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝

shakaikyoiku@
city.yashio.lg.jp

　
タ
イ

ト
ル
＝
「
学
校
開
放
講
座
」
受
講
希
望
　

本
文
＝
往
復
は
が
き
の
内
容
①
〜
⑤
を
入

力
 

  ①
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

Q
７
月
１３
日
〜
９
月
７
日
（
７
月
２７
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日
・
全
８
回
）
　
午
前
１０

時
〜
１１
時
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

O
タ
ー
ン
や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
を
豊
富
に
組

み
合
わ
せ
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
内

容
で
す
。
 

K
室
内
用
運
動
靴
 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
５０
人
（
申
込
順
）
 

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
 

Q
７
月
１４
日
〜
９
月
１
日
（
毎
週
水
曜
日
・

全
８
回
）
　
午
後
７
時
〜
８
時
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１６
歳
以
上

の
方
 

O
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
肉
強
化
（
筋
肉
を
大

き
く
し
な
い
）
運
動
を
中
心
に
行
い
、
身

体
を
均
一
に
鍛
え
、
悪
い
姿
勢
を
矯
正
し

ま
す
。
 

K
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
４５
人
（
申
込
順
）
 

―
①
②
共
通
―
 

お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

L
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
体
育
室
 

P
２
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
※
体
験

参
加
は
１
回
３００
円
 

M
６
月
１６
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
予
約

の
う
え
、
参
加
費
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  ①
絵
手
紙
講
座
 

Q
７
月
２
日
〜
３０
日
（
毎
週
金
曜
日
・
全

５
回
）
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

L
八
幡
公
民
館
研
修
室
 

O
講
師
＝
片
桐
秀
子
さ
ん
（
日
本
絵
手
紙

協
会
公
認
講
師
）
 

K
筆
を
洗
う
ビ
ニ
ー
ル
コ
ッ
プ
、
墨
を
入

れ
る
小
皿
 

R
１５
人
（
申
込
順
）
 

P
１
３
０
０
円
 

②
ゆ
か
た
着
付
け
教
室
 

      Q
７
月
４
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

L
八
條
公
民
館
和
室
 

N
小
学
校
高
学
年
以
上
の
女
性
（
付
き
添

い
は
女
性
の
み
）
 

K
浴
衣
、
帯
（
半
幅
帯
）
、
ひ
も
 

R
１５
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

③
１６
ミ
リ
映
写
機
技
術
講
習
会
 

Q
７
月
１１
日
豸
　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
 

L
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
 

O
１６
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術
資
格
取
得
 

R
１０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

―
①
②
③
共
通
―
 

M
①
②
は
開
催
日
前
日
ま
で
、
③
は
６
月

２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
八
幡

公
民
館
窓
口
（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
※
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
 

   Q
７
月
１０
日
貍
　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
 

L
八
潮
駅
前
広
場
周
辺
 

O
潮
止
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

啓
発
資
料
な
ど
配
布
 

J
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６
 

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
…
 

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
方

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
す
べ
て

の
国
民
が
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。
な
お
、
７
月
は
こ
の
運

動
の
強
調
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

J
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
 

蕁
０４８
・
８６１
・
８
２
８
７
 

  ①
第
２４
回
八
潮
市
舞
踊
大
会
 

Q
６
月
１３
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

②
第
３２
回
八
潮
市
民
謡
民
舞
大
会
 

Q
７
月
４
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
 

―
①
②
共
通
―
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
成
果
発
表
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校
 

見
学
会
・
教
育
相
談
 

「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
 

〈
６
月
２０
日
〜
７
月
１９
日
〉 

夏
野
菜
旬
採
り
合
戦
 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
 

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

親
子
名
作
映
画
会
 

「
劇
場
版
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
 

往信 340-8588

記入例 

八
潮
市
中
央
一
丁
目
2
番
地
5

八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
宛
 

折
　
り
　
線

折
　
り
　
線
 

折
　
り
　
線
 

※この面は何も記入しないこと 

返信 340-○○○○ 

申

込

者

住

所

 

申

込

者

氏

名

 

親子名作映画会の 
入場を申し込みます 

①申込者 
　氏名・電話番号 
②同行者氏名 
　（2人まで） 
③鑑賞希望の部 
（○を付けてください） 
ア 午前の部 
イ 午後の部 
ウ どちらでもよい 

往信 340-8588

記入例　※1枚につき1人1講座で応募 

八
潮
市
中
央
一
丁
目
2
番
地
5

八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
担
当
宛
 

折
　
り
　
線

折
　
り
　
線
 

折
　
り
　
線
 

※この面は何も記入しないこと 

返信 340-○○○○ 

応

募

者

住

所

 

応

募

者

氏

名

 

①希望講座名 

②開催学校名 

③氏名（ふりがな） 

④住所 

⑤電話番号 

ご自身の健康管理のために 
健康診査を受けましょう 
　場所、費用、内容については個別郵送のリーフ
レットをご確認のうえ、期間中に健診を受診してくだ
さい。 
 
＜後期高齢者医療被保険者の方の健康診査＞ 
Q１１月３０日貂まで 
＜今年度７５歳になる八潮市国民健康保険被保
険者の方の健康診査＞ 
（昭和１０年４月１日～昭和１１年３月３１日生まれの方） 
Q 誕生日により受診期間が異なりますので、個別
郵送のリーフレットをご確認ください。 
※昭和１０年５月生まれの方…６月末案内発送 
※昭和１０年６月生まれの方…７月末案内発送 
※昭和１０年５月・６月生まれ以外の方…案内は５月
末に郵送済です。 
J国保年金課蕁A８２５ 

人権それは　愛 祝福されない結婚 
　結婚はだれもが、家族や親せき、友達などに祝福されたいと思っているのではないでしょ
うか。しかし、そんな当たり前のことであっても、二人の愛に大きな影を落とすのが、「結婚差
別」です。　　　 
　相手方の家柄、障がいの有無、外国人であることなどに対して、古い慣習や間違った認
識から偏見や差別意識を持ち、世間体などを気にする家族や親せきは少なくありません。 
　「結婚を考えているのだけれど、今度、相手に会ってくれる。」もし、お子さんからこんな相
談があったとき、「どんな家の人？」「両親は何をしているの？」「どこ出身の人？」と、当人に
は直接関係のないことばかりを聞いてしまう方もいるのではないでしょうか。 
　親は、わが子の幸せをだれよりも願っています。しかし、子どもの時からの間違った認識
が偏見や差別を生んでしまい、結婚を反対してしまうこともあるのです。 
　人生の新たな節目ともいうべき結婚が、そんなことで祝福されないのは、とても悲しいこと
です。憲法においても、結婚は、お互いの合意のみに基づいて成立すると明記されています。 
　人が人を差別することなく、私たち一人ひとりが人権を認め合う社会を築いていきたいも
のです。 
J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 

公
民
館
講
座
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

文
化
協
会
事
業
 


